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衆
議
院
議
員
木
村
太
郎
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対
す
る
答
弁
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一
に
つ
い
て

我
が
国
か
ら
の
り
ん
ご
の
輸
出
量
は
、
財
務
省
の
「
貿
易
統
計
」
に
よ
る
と
、
東
京
電
力
株
式
会
社
福
島
第
一
原
子
力
発

電
所
の
事
故
（
以
下
「
本
件
事
故
」
と
い
う
。
）
が
発
生
し
た
昨
年
三
月
以
降
、
減
少
傾
向
で
推
移
し
て
い
た
が
、
昨
年
十

二
月
の
輸
出
量
は
、
対
前
年
同
月
比
で
約
二
十
パ
ー
セ
ン
ト
増
加
し
約
四
千
八
百
九
十
二
ト
ン
と
な
っ
て
お
り
、
う
ち
台
湾

向
け
は
、
対
前
年
同
月
比
で
約
三
十
パ
ー
セ
ン
ト
増
加
し
約
四
千
四
百
六
ト
ン
と
な
っ
て
い
る
。
一
方
、
本
年
一
月
の
我
が

国
か
ら
の
り
ん
ご
の
輸
出
量
は
、
対
前
年
同
月
比
で
約
九
十
パ
ー
セ
ン
ト
減
少
し
約
六
百
九
十
三
ト
ン
と
な
っ
て
お
り
、
う

ち
台
湾
向
け
は
対
前
年
同
月
比
で
約
九
十
パ
ー
セ
ン
ト
減
少
し
約
五
百
三
十
四
ト
ン
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
状
況
は
、
台
湾
の
祝
日
で
あ
る
「
春
節
」
が
本
年
は
昨
年
よ
り
十
一
日
早
い
一
月
二
十
三
日
と
な
り
、
贈
答

用
の
需
要
に
対
応
す
る
た
め
の
輸
出
が
十
二
月
に
行
わ
れ
た
こ
と
、
国
内
に
お
け
る
本
年
一
月
の
り
ん
ご
の
卸
売
価
格
が
対

前
年
同
月
比
で
約
四
十
パ
ー
セ
ン
ト
高
か
っ
た
た
め
、
生
産
者
団
体
等
の
国
内
の
市
場
へ
の
販
売
意
欲
が
高
ま
っ
た
こ
と
な

ど
、
本
件
事
故
の
影
響
以
外
の
要
因
に
よ
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

二
に
つ
い
て

一



我
が
国
か
ら
の
り
ん
ご
の
輸
出
量
は
、
財
務
省
の
「
貿
易
統
計
」
に
よ
る
と
、
昨
年
十
月
に
は
対
前
年
同
月
比
で
約
三
十

パ
ー
セ
ン
ト
減
少
し
約
九
百
二
十
四
ト
ン
で
あ
っ
た
が
、
十
一
月
に
は
対
前
年
同
月
比
で
約
五
パ
ー
セ
ン
ト
減
少
し
約
二
千

六
十
八
ト
ン
と
、
十
二
月
に
は
、
一
に
つ
い
て
で
述
べ
た
と
お
り
、
対
前
年
同
月
比
で
約
二
十
パ
ー
セ
ン
ト
増
加
し
約
四
千

八
百
九
十
二
ト
ン
と
な
っ
て
お
り
、
本
件
事
故
の
影
響
は
小
さ
く
な
っ
て
き
て
い
る
と
考
え
て
い
る
。
政
府
と
し
て
は
、
我

が
国
に
お
け
る
農
林
水
産
物
・
食
品
の
安
全
性
を
確
保
す
る
た
め
の
取
組
、
我
が
国
の
農
林
水
産
物
・
食
品
の
魅
力
等
に
つ

い
て
、
輸
出
先
の
国
及
び
地
域
へ
の
発
信
に
、
今
後
と
も
努
め
て
い
く
考
え
で
あ
る
。

三
に
つ
い
て

り
ん
ご
を
含
む
我
が
国
か
ら
の
農
林
水
産
物
・
食
品
の
輸
出
に
つ
い
て
は
、
「
日
本
再
生
の
基
本
戦
略
」
（
平
成
二
十
三

年
十
二
月
二
十
四
日
閣
議
決
定
）
に
お
い
て
、
平
成
三
十
二
年
ま
で
に
一
兆
円
水
準
と
す
る
目
標
を
掲
げ
て
い
る
。
農
林
水

産
省
と
し
て
は
、
同
省
が
開
催
し
た
農
林
水
産
物
・
食
品
輸
出
戦
略
検
討
会
が
昨
年
十
一
月
二
十
五
日
に
取
り
ま
と
め
た

「
農
林
水
産
物
・
食
品
輸
出
の
拡
大
に
向
け
て
」
を
踏
ま
え
、
今
後
、
生
産
者
団
体
等
と
と
も
に
、
「
本
件
事
故
の
影
響
へ

の
対
応
」
、
「
ジ
ャ
パ
ン
・
ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
の
最
適
な
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
体
制
の
構
築
」
等
に
取
り
組
む
こ
と
と
し
て
い

る
。

二



四
に
つ
い
て

我
が
国
か
ら
の
り
ん
ご
の
主
な
輸
出
先
で
あ
る
台
湾
に
お
い
て
、
日
本
産
り
ん
ご
と
競
合
す
る
米
国
産
り
ん
ご
の
平
成
二

十
三
年
の
輸
入
量
は
、
台
湾
財
政
部
の
「
海
関
進
出
口
貿
易
統
計
」
に
よ
る
と
、
対
前
年
比
で
約
三
十
パ
ー
セ
ン
ト
増
加
し

て
い
る
。
一
方
、
日
本
産
り
ん
ご
に
つ
い
て
も
、
一
に
つ
い
て
で
述
べ
た
と
お
り
、
輸
出
量
が
回
復
し
て
き
て
い
る
こ
と
か

ら
、
今
後
と
も
、
日
本
産
り
ん
ご
の
海
外
に
お
け
る
需
要
の
拡
大
を
目
指
し
、
そ
の
食
味
、
大
き
さ
等
の
品
質
の
高
さ
を
訴

求
し
て
い
く
考
え
で
あ
る
。

三


